
と
い
う
こ
と
で
す
。

子
ど
も
た
ち
が
成
人
し
、
就
職
や
結
婚
と
い
う
人
生

の
節
目
に
あ
っ
て
、
親
に
で
き
る
こ
と
に
は
限
り
が
あ

り
ま
す
。
た
と
え
「
後
悔
」
す
る
よ
う
な
こ
と
に
な
っ

た
と
し
て
も
、
そ
れ
が
き
っ
と
次
に
つ
な
が
る
と
信
じ

て
い
ま
す
。

後
悔
の
な
い
よ
う
に
生
き
た
い

北
秋
津　
　

小
川　

昇　

夏
の
高
校
野
球
が
幕
を
閉
じ
る
と

夏
が
終
わ
っ
た
な
と
、
も
の
悲
し
い

よ
う
な
心
持
ち
に
襲
わ
れ
る
。
テ
レ

ビ
を
観
な
が
ら
自
分
も
一
緒
に
血
を

湧
き
立
た
せ
拳
を
握
り
し
め
興
奮
し

た
夏
が
終
っ
て
、
心
に
残
っ
た
も
の
が
あ
る
。

敗
者
が
グ
ラ
ン
ド
に
ひ
ざ
ま
ず
い
て
号
泣
し
汗
と
涙

が
混
じ
り
合
っ
た
顔
で
、
甲
子
園
球
場
の
土
を
両
手
で

か
き
集
め
故
郷
に
持
ち
帰
る
球
児
た
ち
の
コ
メ
ン
ト
に

後
悔
は
な
い
。
全
力
を
尽
く
し
て
数
々
の
試
合
を
戦
っ

て
き
た
球
児
の
言
葉
に
は
、
来
年
こ
そ
は
と
の
気
迫
や

爽
や
か
さ
、
す
が
す
が
し
さ
が
あ
る
が
、
後
悔
は
な
い
。

高
齢
者
大
学
に
身
を
置
く
ほ
ど
の
齢
を
数
え
る
自
分

だ
が
、
こ
れ
か
ら
迎
え
る
日
々
を
あ
の
球
児
た
ち
の
よ

う
に
熱
く
前
向
き
に
、
涙
は
流
し
て
も
後
悔
の
な
い
よ

う
に
生
き
た
い
も
の
だ
と
切
に
思
い
、
自
分
に
言
い
聞

か
せ
る
夏
の
終
わ
り
で
す
。

おうち
で

食べよう
！所沢の 学 校 給 食

39
　栄養士さんが考えた学校給食のメニューの中から、所沢産の食
材を取り入れたものや、特色あるレシピを紹介します。

作り方
① ベーコンは短冊切りにする。大根は細切り、玉ねぎはスライ
ス、小松菜は２㎝に切る。

②うずらの卵は、ゆでて殻をむいておく。
③鍋にベーコンと玉ねぎを入れ弱火で炒める。
④水を入れ、煮立ったらコンソメ、大根、押し麦を加え煮る。
⑤柔らかくなったら、うずらの卵、Ⓐの調味料を加える。
⑥小松菜を入れ、味を調え出来上がり。
◎うずらの卵は、水煮を使用してもできます。

黄金色の麦風（ばくふう）スープ

　所沢市には、大根畑がたくさんあったそうです。また、大
麦を白米の代わりに食べていたことから、
麦畑も広がっていました。
　麦畑の上にはひばりがさえずり、巣を
作っていた、そんな原風景を知ってもら
うために大根、大麦そして、ひばりの卵
に見立てたうずらの卵を取り入れて作っ
たスープです。
◎押し麦は、麦ごはんだけでなく、スープやサラダにも使えま
す。不足しがちな食物繊維がたっぷりです。

問保健給食課☎２９９８-９２４９ ２９９８-９１６７

黄金色の麦風スープここがポイント

★黄金色の麦風（ばくふう）スープ

◆今回の献立
サンライズピラフ
牛乳
豚肉の彩りマリネ
黄金色の麦風（ばくふう）スープ★
ポテトソテー
みかん

材料（４人分）
・ベーコン………………１枚
・大根………………… 100ｇ
・玉ねぎ……………１／４個
・小松菜……………１／４束
・うずらの卵……………４個
・水………３・１／２カップ

野老っ子
ところところ

　８月４日～11日に写真文化首都宣言をした北海道東
ひがし

川
かわ

町
ちょう

で開催され
た第21回全国高等学校写真選手権大会『写真甲子園2014』は、全国
の521校の応募の中から初戦を突破した18校による頂上決戦です。
　芸術総合高等学校写真部は、初出場ながら高校生らしいストレート
な写真表現が評価され優勝、準優勝に次ぐ「優秀賞東

ひがし

神
かぐ

楽
ら

町長賞」と
東川町民が選んだ「町民が選ぶ特別賞」の２つの賞を受賞しました。
　表彰式で、一番初めに名前を呼ばれ「後に呼ばれる方が良い賞なの
で、優勝を目指していただけに正直悔しかったです」と会計の水野さ
ん。「優勝はできませんでしたが、３人で挑戦した結果なので、結果
は素直に受け止めました」と副部長の須藤さん。「初日の公開審査会
で、本が出版できるほどと評価されたのに優勝できず残念でした」と
部長の小花さん。その３人に大会を振り返っていただきました。
　初日のテーマは「北海道」。小さい生き物が足元で頑張っている姿
を撮影した８枚を選び『ちっさいどー』とタイトルを付けました。初
日の公開審査会では「カエルが飛び跳ね茎にぶら下がっている写真が
高評価で、２日目以降の自信につながりました」と須藤さん。
　２日目は「夏」。偶然見つけた藍染め工房で職人の作業風景を撮影。
「緊迫した空気の中、薄暗い工房に外光が差し込む中で撮影した写真
は、３人とも明るさがばらばらで選ぶのに苦労しました」と小花さん。

・コンソメ…………固形２個
・押し麦……………大さじ２
・白ワイン…………小さじ１
・塩………………………少々
・こしょう………………少々
・しょうゆ………………少々

Ⓐ

▲夏の暑さが残る中、市民プールで行われた『市民プールでカヌー講習
会』。子どもたちは、プールサイドで説明を受けた後、プールに入ると
ここぞとばかり、アッという間にスイスイとアメンボのように水上を楽
しんでいました。 ９月６日㈯／市民プール
 （撮影：市民カメラマン・三平資郎）

▲ライフライン施設に被害が発生したことを想定して26機関・団体が
参加した『防災関係機関・団体との連携訓練（大規模訓練）』。道路障
害物除去訓練（写真）では、重機などを使い道路の障害物を除去し、通
行可能にする訓練を行いました。 ８月30日㈯／所沢航空記念公園
 （撮影：市民カメラマン・中村　仁）
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ウ
サ
ギ

緑
町　
　

須
田　

洋
子　

小
学
１
年
生
の
孫
が
幼
稚
園
か
ら
も
ら
い
受
け
た
ウ

サ
ギ
を
飼
っ
て
い
る
。
私
も
小
学
生
だ
っ
た
こ
ろ
、
ウ

サ
ギ
を
飼
っ
て
い
た
。
そ
の
真
っ
黒
な
毛
並
み
の
ウ
サ

ギ
を
か
わ
い
が
っ
て
い
た
か
ど
う
か
定
か
で
は
な
い
が
、

姉
の
記
憶
で
は
、
大
変
か
わ
い
が
っ
て
い
た
と
い
う
。

そ
ん
な
ウ
サ
ギ
が
あ
る
朝
死
ん
で
い
た
の
で
あ
る
。

狭
い
小
屋
の
中
で
運
動
も
ろ
く
に
で
き
な
か
っ
た
ウ
サ

ギ
は
、
ど
れ
ほ
ど
寂
し
か
っ
た
だ
ろ
う
。

私
の
胸
を
締
め
付
け
た
の
は
、
激
し
い
後
悔
だ
っ

た
。
私
に
は
ウ
サ
ギ
を
飼
う
能
力
も
な
け
れ
ば
、
資
格

も
な
か
っ
た
の
だ
。
た
だ
飼
っ
て
み
た
い
と
い
う
好
奇

心
で
、
ま
だ
ま
だ
生
き
ら
れ
た
か
も
し
れ
な
い
一
つ
の

命
を
奪
っ
た
の
で
は
な
い
か
。
思
い
出
す
た
び
、
後
悔

と
悲
し
い
反
省
で
あ
る
。

人
生
は
楽
し
く

宮
本
町　
　

大
島　

良
英　

50
歳
代
の
後
半
に
入
り
、
自
分
の
人
生
を
振
り
返
れ

ば
「
後
悔
」
は
数
え
き
れ
な
い
ほ
ど
あ
る
訳
で
す
が
、

最
近
思
う
こ
と
は
、
何
が
あ
っ
て
も
人
生
は
楽
し
く
、

◆
テ
ー
マ
「　

後
悔　

」

　秋になると東所沢２丁目の東川沿いに曼
まん

珠
じゅ

沙
しゃ

華
げ

の花が咲き誇ります。東所沢二丁目自治会は
東川に面した柳瀬地区にある新興住宅地の自治
会です。
　約30年前から宅地化が進み、現在は50歳～
60歳代の世代と子育て世代の２つの世代が多
くを占めるため、自治会活動もそれぞれの世代
の要望に応えられるよう運営しています。
　「東所沢２丁目は、昔から住んでいる人たち

が、新たに移り住んできた人たちを快く地域に受け入れてくれ、大
変良い関係が築けています。夏祭りなどの行事になると、多くの皆
さんが気持ち良く協力し手伝ってくれます。地域の人が力を合わせ
れば、大きな力になります。」と吉田信

しん

也
や

会長が語るように、20
年前は道路と河川敷を区分する縁石が整備されておらず、雑草や廃
車の不法投棄などで荒れ果てていた東川沿いを、自治会の「花いっ
ぱいの会」が雑草取りやごみ拾いなど、積極的に取り組んだことで、
春には桜、秋には曼珠沙華の花が楽しめる憩いの場となりました。
　また、東所沢駅周辺を安全で住みやすい地域にしたいとの思いか
ら、柳瀬地区の東所沢１～５丁目と松井地区の東所沢和田１～３丁
目で「東所沢８自治会連絡会議」を発足し、情報交換会議を開催し
ています。さらに、高齢者の生きがいの場や見守り活動の一環とな
っている地域福祉サロンを運営する団体の活動支援など、他団体と
の連携も積極的に行っています。
　他にも、東所沢二丁目自治会の
愛好会「東所沢二丁目太鼓の会」
は活動16年目を迎え、福祉施設
や小学校などで組太鼓を披露して
います。発足当初に練習に参加し
ていた子どもが、今ではコーチと
して活動を支えています。地域に
は代々受け継がれているお神

み

輿
こし

や伝統芸能はありませんが、こうし
て自分たちで歴史をつくり、継承していくことで地域の絆を強めて
います。

　ご近所同士で力を合わせ、さまざまな課題
解決や地域の絆づくりを行っている自治会・
町内会をご紹介します。

6

東所沢二丁目自治会
～地域をつなぐ、歴史をつくる～

▲吉田会長

東所沢二丁目自治会

　３日目は、前日の反省から「明るさだけは揃えよう」と挑んだ３人
ですが、テーマの「ときめき」に「自分がときめいたものなのか、町
民がときめいたものなのか分かりませんでした」と水野さん。幼児セ
ンターで出会った子どもたちの笑顔や自然な表情の中に輝く瞳を見つ
け「写真のタイトルを『ほしのひとみ』と決めました」と小花さん。
　優勝を逃した３人は「家族のように温かく受け入れてくれたホーム
ステイ先や撮影に協力してくれた町民の方々に大変感謝しています。
何より、東川町の方に選んでもらえ「町民が選ぶ特別賞」を受賞でき
たことが一番嬉しかった
です」。また、選手をサ
ポートしてくれた写真甲
子園出場のＯＢ・ＯＧの
姿を見て「来年は後輩た
ちのためにもスタッフと
して大会に関わり、恩返
ししたいです」と言う３
人は、受賞した２つの賞
以上に、多くの感動や仲
間を得たようです。 ▲ 左から水野さん、小花さん、須藤さん

写真甲子園で優秀賞東神楽町長賞＆町民が選ぶ特別賞
小
こ

花
はな

優
ゆ

衣
い

さん・須
す

藤
どう

奈
な

央
お

樹
き

さん・水
みず

野
の

敦
あつ

史
し

さん
（芸術総合高等学校映像芸術科３年）

問コミュニティ推進課☎２９９８‐９０８３ ２９９８‐９４９１

▲東所沢二丁目太鼓の会

▲

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
が
約
３
、
２
０
０
個
も
の
キ
ャ
ン
ド
ル
で
「
縁
」
と
い
う
文
字
を
描
い
た
中
、
行

わ
れ
た
『
第
10
回
と
こ
ろ
ざ
わ
夢
あ
か
り
音
楽
会
』
。
Ｊジ

ェ

イ

ズ

Ａ
Ｙ
，
Ｓ 

Ｇガ

ー

デ

ン

Ａ
Ｒ
Ｄ
Ｅ
Ｎ
や
Ｐサ

ー

ム

ｓ
ａ
ｌ
ｍ
、
宝

塚
歌
劇
団
出
身
の
天
宮
菜
生
さ
ん
（
写
真
）
な
ど
、
所
沢
ゆ
か
り
の
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
が
幻
想
的
な
空
間

で
歌
声
を
披
露
し
ま
し
た
。 

９
月
６
日
㈯
・
市
民
文
化
セ
ン
タ
ー
ミ
ュ
ー
ズ
情
報
市
場

 

（
撮
影
：
市
民
カ
メ
ラ
マ
ン
・
津
田
資
雄
）

▲埼玉県内の他、茨城県や栃木県などから総勢28団体が参加した『第４
回ところざわＹＯＳＡＫＯＩ元気フェスタ』。よさこいの演舞には多くの
声援が送られ、観客も一緒になり楽しんでいました。
 ９月15日㈷／ところざわ自動車学校・狭山ヶ丘駅東口
 （撮影：市民カメラマン・佐藤清一郎）
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